
《研究課題名》 

 

急速進行性糸球体腎炎の全国症例疫学調査（2016-2019年度） 

 

《研究対象者》 

 

 2016年～2019年度の間に新規に発症した急速進行性糸球体腎炎（RPGN）の患者様 

 

研究協力のお願い 

滋賀医科大学において上記研究課題名の研究を行います。この研究は、対象となる方の診療録の

情報を用いて行う研究であり、研究目的や研究方法は以下の通りです。情報の使用について、直接

ご説明して同意はいただかず、このお知らせをもって説明に代えさせていただきます。対象となる

方におかれましては、研究の主旨・方法をご理解いただきますようお願い申し上げます。 

なお、本研究への情報の提供を希望されない場合、あるいは、本研究に関するご質問は下記（８）

の問い合わせ先へご連絡ください。 

 

（１）研究の概要について 

《研究課題名》 急速進行性糸球体腎炎の全国症例疫学調査（2016-2019年度） 

 

《研究期間》 滋賀医科大学学長許可日～2025年3月31日  

 

《研究責任者》 滋賀医科大学 糖尿病内分泌・腎臓内科 山原康佑 

 

（２）研究の意義、目的について 

《意義》 

 「急速進行性糸球体腎炎」は急速に腎臓の働きが失われ、個人差はありますが、しばしば数ヶ月

以内に腎不全となり透析療法が必要となることの多い最も重篤な糸球体腎炎であるといわれていま

す。また、しばしば腎臓だけでなく、肺やその他全身臓器にも炎症が及び、肺出血や肺炎など生命

に危険を及ぼす障害を併発してくることがいわれています。この病気は、細い血管が鞠状にかたま

った腎臓の糸球体といわれる場所の血管壁に炎症が起こることにより発症します。 

 その結果、尿を産生する元となる腎臓の糸球体に強い炎症がおこり、糸球体そのものが壊れ、機

能が無くなり、体に貯まった老廃物や水分の排泄が低下していきます。ただし、この病気は比較的

まれな病気であり、この病気により日本全国でわずか年間1,500人前後の方が病院を受診されてい

るにすぎません。従って、国内の各施設単独では十分な症例の調査が進まないため、この病気の予

後や治療法に関してのまとまった統計はとりにくい状況があります。 

 これまでの調査の結果から、急速進行性糸球体腎炎は、国や人種によりその病型の頻度が異なる

ことが分かってきています。さらに、病型によってはこの病気にかかる年代が明らかに異なり、そ

の治療法も各病型により異なります。従って、わが国独自の調査により、本疾患の予後調査を行う

ことと同時に、わが国独自で最適な治療法を開発していく必要があります。 
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《目的》 

急速進行性糸球体腎炎（RPGN）の日本全国の実態調査、治療法の調査を行うために、全国の主要

腎疾患診療施設において、急速進行性糸球体腎炎の症例調査を行います。全国から寄せられた調査

結果を元に統計解析を行い、この病気にかかりやすい年齢や病型、ならびに治療方法と予後との関

連を調べます。その結果は治療法のガイドラインとしてまとめ、全国の同じ病気にかかる（かかっ

ている）患者様の治療に役立てていただくための資料となります。 

 

（３）研究の方法について 

《研究の内容》 

本研究は、筑波大学で行われる研究で、当施設は情報提供を行います。難治性腎障害に関する調

査研究班疫学分科会による全国疫学1次調査の結果を踏まえて2次調査を行う2段階で行います。

具体的には、1次調査では、ある一定期間内（今回は2016年～2019年度となります。）の間で新規

に発症した急速進行性糸球体腎炎の数について、当施設を含めた全国の各腎疾患診療機関に確認さ

れます（すでに確認作業を終えています）。2次調査では、1次調査の結果をもとに個々の原因や治

療内容、経過などに関する情報をアンケート形式で回答します。 

 

《利用し、又は提供する試料・情報の項目》 

発症時の年齢、性別、原因疾患、肺病変の有無、診断時の腎機能（血清クレアチニン値）、ヘモ

グロビン濃度、血清CRP値、血清MPO-ANCA値、PR3-ANCA値、抗GBM抗体値、初期あるいは全経過

中の治療の内容（副腎皮質ステロイド、免疫抑制薬、生物学的製剤）、全経過中のアフェレシス療

法（有無、種類）、透析の有無（離脱、維持透析）、再発/再燃の有無、転帰、死亡の場合には死

因、最終血清クレアチニン値。 

 

① 《情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名》 
国立大学法人 滋賀医科大学 学長 上本 伸二 

 

②《情報の提供を受ける機関の名称》 

筑波大学医学医療系臨床医学域腎臓内科学 

 

③《提供する情報の取得の方法》 

電子カルテ上の情報を収集する 

 

④《試料・情報の提供方法》 

電子カルテで得られた情報をアンケ―ト用紙に記載し、情報提供先に郵送する。 

 

⑤《提供する試料・情報を用いる研究に係る研究責任者（多機関共同研究にあっては、研究代表者）

の氏名及び当該者が所属する研究機関の名称》 

研究代表者  

厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 

難治性腎障害に関する調査研究班分担研究者 

急速進行性糸球体腎炎ワーキンググループ 
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山縣 邦弘 

 

⑥《情報を利用する者の範囲》 

厚生労働省科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 

難治性腎障害に関する調査研究班分担研究者 

急速進行性糸球体腎炎ワーキンググループ 

研究代表者：山縣 邦弘 

  分担研究者：臼井 丈一 

 

  滋賀医科大学内科学講座糖尿病内分泌・腎臓内科 

   久米真司・山原康佑・桑形尚吾 

 

  滋賀医科大学附属病院血液浄化部 

   金﨑雅美 

   

滋賀医科大学附属病院医師臨床教育センター 

   山原真子 

 

《情報の管理について責任を有する者》 

国立大学法人 滋賀医科大学 学長 上本 伸二 

 

 

（４）個人情報等の取扱いについて 

本研究を実施する際には、あなたの情報から、あなたを特定できる情報（氏名、生年月日、住所

等）を除き、代わりに本研究用のIDを付けることで、その情報が誰のものであるか分からない状態

にします。ただし、必要な場合に特定の個人を識別できるように、あなたとIDを結び付けることが

できるような加工をした情報を残します（この情報を対応表と呼びます）。尚、対応表は、施錠でき

る場所で担当者によって厳重に管理され、情報提供先に提供することはありません。そのため、情

報提供先はあなたの情報を復元することはできません。情報提供先では、利用した電子データの記録

媒体（HDD、USBメモリ等）は、施錠可能な部屋（医学系学系棟腎臓内科研究室）で施錠可能な棚に保管

され、常に施錠が行われます。削除情報等は、解析データとは別のファイル・フォルダにパスワード付

きで保管し、分担研究者臼井丈一が管理します。 

本研究で用いた情報は、筑波大学研究資料等の保存に関するガイドライン(H29年3月2日)に基づき、

当該論文等の発表後10年間保存されます。保管期間終了後、関連するファイル・データを完全に消去さ

れます。データが保存されていたHDD・SSD等を破棄する場合は、復元できないよう物理的に破壊した後

に廃棄されます。 

 

（５）研究成果の公表について 

本研究の成果は学会発表、学術雑誌およびデータベースなどで公表します。公表の際には個人が

特定されることがないよう、十分配慮いたします。 
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（６）研究計画書等の入手又は閲覧 

本研究の対象となる方又はその代理人の方は、希望される場合には、他の研究対象者等の個人情

報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で本研究に関する研究計画書等の資料を入手・閲覧す

ることができます。ご希望の場合には、下記（８）の問い合わせ先へご連絡ください。 

 

（７）利用又は提供の停止 

本研究の対象となる方又はその代理人の求めに応じて、対象者の方の試料・情報を本研究に利用

（又は他の研究に提供）することについて停止することができます。停止を求められる場合には、

下記（８）にご連絡ください。 

 

（８）本研究に関する問い合わせ先 

  

担当者：滋賀医科大学 糖尿病内分泌・腎臓内科 山原康佑 

 住所：520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

 電話番号： 077-548-2224 

  メールアドレス： yamakou@belle.shiga-med.ac.jp 

 

 


